
フォトニュース
茅野市インターネット動画サイト 「ビーナネット

Chino」 では茅野市の生活や文化・魅力を動

画配信しています。

フォトニュースのできごとも一部配信中。 QR

コードから動画をお楽しみください。

有事に備えた訓練を地域で実施

水防・土砂災害訓練
6月7日、中大塩広場で、令和8年度		茅野市水防・土

砂災害訓練が開催されました。

この訓練は、水防技術の向上や水防体制の充実を図り、

水防活動の円滑化の推進や、住民に対して避難行動や自

主防災組織の警戒態勢の強化、防災意識の醸成を目的

として、毎年出水期に開催地区を変えて実施しています。

当日は、中大塩地区の住民や市民ネットワーク防災ちの、

市消防団、茅野警察署、市職員など約170名が参加し、

水防工法演習や避難所関係訓練などに取り組みました。

読書の楽しみをずっと持ち続けてほしいと願い

セカンドブック手渡し会（豊平小学校）
6月19日、豊平小学校で、セカンドブックの手渡し会が

行われ、23人の児童にセカンドブックが手渡されました。

茅野市では、ファーストブックプレゼントで乳幼児期に

育まれた読書への楽しみを小学生になっても持ち続けて

ほしいという願いを込めて、市内のすべての小学1年生

に、セカンドブックとして本を1冊プレゼントしています。

今年度のセカンドブック手渡し会は、5月28日の湖東

小学校から始まり、計411冊の本が子どもたちの手に渡

されました。

非核平和についてそれぞれの思いを巡らせて

非核平和作文コンクール表彰式
7月17日、市役所で、「非核平和作文コンクール」の表

彰式が行われ、計8名の生徒が表彰状を受け取りました。

毎年、生徒たちは、市内4中学校での原爆パネル展や

非核平和学習を通じて、非核平和への思いを作文にして

います。本コンクールでは、その中から最優秀者として、

各中学校から2名ずつを選考し表彰しています。

最優秀の8名は、8月5日～7日まで広島へ派遣され、

広島平和記念式典へ参列したり、被爆者の方のお話を聞

いたりして、非核平和について考えを深めました。

㈱Community Plus、㈱白樺村、清泉女
子大学との地域活性化包括連携協定締結式

7月30日、市役所で、茅野市と株式会社Community	

Plus、株式会社白樺村および清泉女子大学との地域活

性化包括連携協定締結式行われました。

本協定は、白樺湖畔に新たにオープンした 「灯湯すず

らん」 などを拠点にしながら、清泉女子大学の学生等と

地域創生研究や課題解決に取り組むことで、地域活性化

や関係人口の創出を目指すものとなっています。

また、同協定の内容に基づき、㈱Community	Plus、㈱

白樺村と災害時の避難者支援に関する協定も締結しました。
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世界の恒久的な平和を祈念して

第31回 茅野市平和祈念式
8月6日、市運動公園の 「原爆の火・平和の塔」 前で、

第31回		茅野市平和祈念式が開催されました。

当日は、中高生を含む約80名が参加し、広島に原爆

が投下された8時15分には全員で黙とうを捧げ、参加

者は折り鶴を捧げたり、献花したりしました。

また、「広島平和の旅」 に昨年度参加した中学3年生7

人が、学習の感想を発表しました。感想では、「自分にで

きることを考えて生きていきたい」 など、平和に対する

思いがそれぞれ述べられました。

英国の園芸およびガーデニング文化普及への貢献を称え

バラクライングリッシュガーデンオーナーの 
ケイ山田名誉大英帝国勲章（MBE）の受章報告

8月6日、市役所で、蓼科高原バラクライングリッシュ

ガーデンオーナーのケイ山田	さんが名誉大英帝国勲章

（MBE）の受章報告を今井市長に行いました。

7月30日に駐日英国大使館で、勲章伝達式が行われ

ており、今回の受章は、日本における英国の園芸文化の

普及と発展にこれまで貢献してきたことが評価されたと

のことです。日本人女性の名誉大英帝国勲章の受章とし

ては6人目であり県内からは初めてとなります。

子どもたちに本格的なモノづくりのきっかけを

エプソン×博物館 夏の親子ものづくり
教室 「時計づくり」

8月6日、八ヶ岳総合博物館で、セイコーエプソン株式

会社と博物館は 「夏の親子ものづくり教室」 の一環で、

腕時計つくり体験会を開催しました。

当日は、子どもと保護者の約35組75人が参加し、エ

プソンの技術者の補助のもと、精密な作業が必要な腕時

計作りに挑戦しました。

参加した子供たちからは、「ねじを付けるところが一番

楽しかった」など、時計づくりを楽しむ声が上がりました。

被災地への派遣を前に

熊本地震災害派遣諏訪ブロック合同出発式
8月10日、市役所で、令和8年7月28日に発生した熊

本地震について、諏訪ブロックから災害派遣に向かう職員

の出発式が合同で行われました。長野県と市町村は、長野

県合同災害支援チームを編成し、熊本県宇城市への対口

支援を行っています。今回は、	第3陣（8月11日～16日）

として茅野市、富士見町、原村から3名が派遣され、宇城

市役所にて、業務支援（罹災証明受付等）を行います。

派遣される職員は、「被災地の方々の安全と安心を守

れるように頑張りたい」と決意表明を行いました。
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